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乾田期の防除でノビエに 　　！
■特長･適用雑草と使用方法（直播水稲 抜粋）

ノビエ専門･希釈して茎葉散布 農林水産省登録 ： 第23959号　有効成分…メタミホップ ： 4.9％　人畜毒性 ： 普通物※
※毒物及び劇物取締法」(厚生労働省)に基づく、特定毒物、毒物、劇物の指定を受けない物質を示す。

●高葉齢のノビエに高い効果を示します。
●除草効果の発現が早く、枯れ上がりに優れます。
●水稲に対し高い安全性があります。
●展着剤不要で、耐雨性にも優れます。

農林水産省登録 ： 第24369号　有効成分…ベンタゾン ： 18.3％、メタミホップ ： 1.2％　人畜毒性 ： 普通物※
※毒物及び劇物取締法」(厚生労働省)に基づく、特定毒物、毒物、劇物の指定を受けない物質を示す。

●高葉齢のノビエに卓効のメタミホップと、広葉雑草に効果の高いベンタゾン
　を配合した茎葉処理除草剤です。
●生育の進んだ各種雑草に対して高い効果が期待できます。
●除草効果の発現が早く、枯れ上がりに優れます。

作物名

直播水稲

適用雑草名

ノビエ
オオクサキビ

使用時期

は種後10日～ノビエ6葉期
但し、収穫50日前まで

使用量
薬量

200mℓ/10a

希釈水量

100ℓ/10a

本剤の
使用回数

2回以内

使用方法

雑草茎葉散布
又は全面散布

メタミホップを含む
農薬の総使用回数

3回以内

ノビエ+広葉も対応･希釈して落水茎葉散布

作物名

直播水稲

適用雑草名

一年生雑草 及び
マツバイ、ホタルイ、ヘラオモダカ
ミズガヤツリ、ウリカワ

使用時期

は種後10日～
ノビエ6葉期

但し、収穫50日前まで

使用量
薬量

1000mℓ
/10a

希釈水量

70～100ℓ
/10a

本剤の
使用回数

2回以内

使用方法

乾田･落水状態で
雑草茎葉散布又は
全面散布

ベンタゾンを含む農薬の総使用回数
2回以内

メタミホップを含む農薬の総使用回数
3回以内

■トドメMF乳剤･トドメバスMF液剤の散布時期と体系処理の例（乾田直播栽培時）

■トドメMF乳剤
•高葉齢のイネ科雑草に高い効果を示します。（ノビエは6葉期まで、オオクサキビは5葉期まで）
•広葉雑草には効果がないので、広葉雑草が混在する圃場ではそれらに有効な剤と、組み合わせて
使用する（トドメバスMF液剤の使用を推奨します）。
•雑草茎葉にかかるよう散布する。
•散布する際はまきむらのないように均一に散布する。
•周辺作物（特にイネ科作物）に対して、薬害を生じるおそれがあるので、飛散しないように注意し
て散布する。

■トドメバスMF液剤
•薬害のおそれがあるので、展着剤は加用しない。
•散布する前に落水状態にして水の出入りを止め、まきむらのないように均一に散布する。
•処理後2日以内に降雨があると効果が不十分になるおそれがあるので、晴天が持続する時を選ん
で使用する。
•重複散布は薬害のおそれがあるのでさける。
•軟弱徒長苗での使用はさける。
•高温条件下では、薬害が生じやすいので異常高温下での散布はさける。
•乾燥が続いた条件では除草効果が低下する場合があるので注意する。

　効果･薬害等の注意事項（一部抜粋）

●使用前にはラベルをよく読んで下さい。 　●ラベルの記載以外には使用しないで下さい。 　●本剤は小児の手の届く所には置かないで下さい。 
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は種 は種後10日 ノビエ6葉期まで※

除草剤分類 1

除草剤分類 １、6

※ノビエ6葉期
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乾田期

土壌処理剤
 

非選択性
茎葉処理剤

イネ出芽期

＊但し、収穫50日前まで

散布時期＊

散布時期＊

ノビエのみ防除

ノビエ＋広葉雑草を防除

直播水稲に登録の
ある一発除草剤等

入水後
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